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   The report deals with a use of new medicine, Cephaloridine, CER, in the field of uro-
logy. The results obtained on 18 cases of various urological diseases are summarized as 
follows. 
   1) After single injection of CER, 0.25g or  0.125g, its blood level reached to the peak 
in 2 hours at the both dosage, and the effective blood level continued for the following 4 
hours, although the blood level itself decreased rapidly. 
   2) After single injection of CER, 0.25 g, the cumurative urinary excretion rate was 
66.1% in 6 horus. 
   3) In 18 patiens with various urinary tract infections who were treated with CER, 
excellent, marked and no effects were obtained in 8, 6 and 4 cases respectively, with the 
effectiveness being  77.7%. 
   4) The most remarkable effect was observed in acute cases, although some effects 
were expectable even in chronic cases. 
   5) The drug was most effective against Staphylococci infections. The effectiveness 
against E. coli was recorded as 84.6% which was also distinguishable. 
   6) No significant side effect was recognized. 
   7) In conclusion, it is recommended to inject CER  1.0g a day, devided several times, 
to expect more excellent results.
緒 言
合 成 化 学 の 進 歩 は,1955年,Abraham,New-
tonら に よ っ てCephalosporiumacremonium
の 培 養 濾 液 か ら 分 離,合 成 さ れ たCephalo-
sporinCが見 出 され,こ れ を 母 体 と し てCepha一
10ridine(CER),Cephalothin(CET)の2種
の抗生物 質が合成 された.本 剤はPCに よ く類
似 した 抗生 剤で,6-Amino-penicillanicacid
の代 りに7-Aminocephalosporanicacidをも
ち グラム陰性桿 菌に対 してす ぐれ た抗菌 力を示



























































尿 中 濃度 の平 均 値 は,250mg投 与 時,30分 後315
mcg/ml,1時間 値673mcg/m1,2時間 値943mcg
/m1,4時間 値249mcg/m1,6時 間値41mcg/m1,
12時間値0で あ り,125mg投与 時 は30分後237mcg
/m1,1時間値199mcg/m1,2時間値341mcg/m1,
4時 間 値13mcg/ml,6時 間 後0と な つ て い て,尿
中排 泄 濃 度 の ピー クは,共 に1～2時 間 後 に あ り,以
後 急 速 に 減 少 して い る.250mg投 与 時 の 尿 中 排 泄 量





6時 間後 に は ほ ぼ0に 近 い値 と な っ てい る.平 均 値
は,30分値1.25mcg/m1,1時間 値3.34mcg/m1,2
時 間値4.74mcg/ml,4時間 値1.74mcg/m1,6時
間値0.73mcg/ml,12時間 値0.30mcg/m1とな つ て
い る.
CER125mg1回 投 与 後 の 血 中濃 度 も ピー クは 同様




以上 の 結 果 よ り,ピ ー クは2時 間後 に あ り,そ れ 以
後 は時 間 の 推 移 と と もに 急 速 に 有効 血 中濃 度 の低 下 す
臨床使用成績
本学泌尿器科を訪れた外来患者および入院患者を対
象 とした.使 用例数は18例である,使 用方法で ある
が,以下述べる如 く,種々の方法にて投与しその成果
をみている.その内訳はCER1日 総量1.09とした
ものが8例,内1例 は1回 に筋注,7例 が0.59つ
2回に分注している.ま た,1日 総量をO.S9とした
ものが10例で,内5例 は1回に4例 は0.259つつ2回










表示の如 く,疾患は慢性膀胱炎4例 をはじめ,術 後







































































馬 蹄 鉄 腎 術
































































































































































































































急 性 膀 胱 炎
慢性腎孟腎炎
前 立腺肥大症
術 後 膀 胱 炎
































































































例釧 潮 葡 鰍
急 性 腎 孟 炎
慢 性 腎 孟 腎 炎
急 性 膀 胱 炎
慢 性 膀 胱 炎
腎 孟 炎・膀 胱 炎
非淋菌性 尿道 炎
淋 疾 後 尿 道 炎
前立腺肥大症尿浸潤
右腎結石・右腎孟炎


















































(CER)は急性症状 を呈す新鮮 な尿路感染症 に,
著 しい効果 を示す事 は もとより,他 の各種抗 生
物 質に対 し,何 等 治癒の傾 向を示 さなかった症
例 に対 して も,著 効例及 び有効 例のあった事 よ
りみて,充 分使 用す るに価 す る抗生物質 であ る
事 を認識 した.
叉,そ の使 用量及 び方法 については,各 症 例
の使 用方法及 びその効果,又 血 中濃度,尿 中排
泄濃度等 より総括 してみて,成 人に於 ては,1
日量 を1.09とし,可 能 な限 り4回 に,又 は2
回以上 に分 注す る事 の方が,よ り一層 の効果 を
期待 出来 るのではないか と思われ る.
結 語
1)CERO.25g及び0.12591回投与後 の血
中濃 度の ピー クは共 に2時 間後 にあ り,そ の後




3)CERを 各種尿路感染症18例に 使 用 し,
著効8例,有 効6例,無 効4例,有 効率77.7%
の比較 的卓越 した効果 を得 た.
4)疾 患別に治療効果 をみてみ ると,急 性期
の ものに著 しい効果を示す事 は もとよりであ る
が,慢性化 したものに対しても,或 る程度の効
果が期待 され る様である.




















3)中 沢 昭 三:話 題 の 抗 生 物 質 合 成Cephalosporin
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